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lABOPHOT 
観察用として、OPTIPHOTの性能を

シンプルにまとめました。
LABOPHOTli、OPTIPHOTの符長を保ちながら、

シンプルで像作性の高い、とくに観察を目的として開

発した顕微鏡て寸。CFシステム、6V20Wのハロゲンラ

ンプの係用、内面反射による7レ了、ゴーストの除去など、

OPTIPHOPと同僚に光学性能を向上させ、見え味をシ

ャープにしています。ベース部もトラ ンス内蔵、古事〈安定して

手を被せやすく、さらに、机上スペースをとらないように

極力コ ンパ7トに設計しま Lた。また、照明光学系は倍

率による切り倹え、 ランプの心出しも不要。より使いや

すくなり、写真織影にも十分耐える設計になっていま

す。

汎用授としての性能、操作性、発展性をすみずみまで追求しました。
OPTIPHOTは、より鮮明な写真{量が織影できる顕微鏡として開発したもので、BIOPHOT

Vシリーズで好評を得ているCFシステムを型車入。さらに、新しい設計で充実した光学系を開発し

ました。たとえば、光源は輝度の高い1'N50Wハロゲンランプを採用、自然色でl切るくきれいな像

が観察できます。レンズ、プリズム、ミラーなどの光学部材は光東に対して余絡のあるように、

十分な大きさをもって設計しました。また、適切な悶定絞りを配置し、$層膜コーティングを効

果的に施して、内面反射によるフレア、ゴーストを除去。すっき りした見え味です。照明系は

対物レンズの性能をフルに発簿する完全ケーラー!照明系。低借地、ら高倍まで切り換えなしで

観察できるようにしました。カラーバランスも安定していて、写真機影ではすぐれた色再現性

を発舟します。
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and list of publications of the late Professor Yukio YAMADA. Price， 6，000 Yen. (incl. postage， sur-
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4. Contributions to the Systematics of the Benthic Marine Algae of the North Pacific. Edited 
by 1. A. ABBOTT and M. KUROGI. 1972， xiv+280 pages， 6 plates. Twenty papers followed by 

discussions are included， which were presented in the U. S.-Japan Seminar on the North Paci6.c 
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5. Recent Studies on the Cultivation of Lmninaria in Hokkaido (in Japanese). 1977， 65 
pages. Four papers followed by discussions are included， which were presented in a symposium 
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postage， surface mail) 
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